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ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所　道路部　道路保全課 2008-11-05 ～ 2008-11-12
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砂岩の強風化帯

強風化により粘土化
風化岩片と細粒土により構成

砂岩の風化帯

2.50～3.30m間　片状～短柱状で
風化少ない
RQD10% コア採取率90%
3.30～6.00m間　礫状主体で部分
的に弱風化によりやや粘土化
RQD0% コア採取率80%
岩級区分D～CL程度

クラック非常に多い
コアは密着し岩片は硬い
風化比較的少ない

6.00～7.00m間  片状～短柱状で風
化無し
RQD25% コア採取率95%
7.00～8.05m間　礫状～片状で部
分的にクラック部弱風化
RQD10% コア採取率90%

岩級区分CL～CM程度
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